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　 　 【 請 求 項 １ 】 　 か ら み 織 り （ １ ） を 製 造 す る た め の 杼 口 形 成 装 置 の 構 成 要 素 で あ る 針
棒 （ ３ ） お よ び 縦 糸 （ １ ３ 、 １ ４ ） 用 の 挿 入 要 素 （ ４ ） を 備 え た 織 機 で 、 ２ つ の 構 成 要 素
は 往 復 す る 状 態 で 垂 直 に 運 動 可 能 で あ り 、 縦 糸 の 方 向 水 平 変 位 運 動 （ ４
０ ｂ ） は 、 垂 直 運 動 （ ４ ０ ａ ） に 加 え て 挿 入 要 素 で 実 行 可 能 で あ り 、 し た が っ て 横 糸 （ １
２ 、 １ ２ ’ ） の 挿 入 と の 相 互 作 用 で か ら み 織 り の 緊 縛 が 生 じ 、
　 杼 口 形 成 装 置 は 、 挿 入 要 素 の 水 平 変 位 運 動 （ ４ ０ ｂ ） を オ フ に し て 、 両 方 の 構 成 要 素 に
つ い て 、 垂 直 運 動 （ ３ ０ 、 ４ ０ ａ ） の ス ト ロ ー ク （ ｈ ） を 増 加 さ せ 、 か ら み 織 り の 緊 縛 が
な い 布 、 特 に 平 布 （ １ ’ ） を 製 造 で き る よ う な 方 法 で 制 御 す る よ う 変 更 で き る こ と を 特 徴
と す る 織 機 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 針 棒 （ ３ ） お よ び ／ ま た は 挿 入 要 素 （ ４ ） そ れ ぞ れ の 交 互 、 同 時 お よ
び 反 対 の 上 下 運 動 を 通 し て 、 か ら み 織 り の 緊 縛 が な い 布 を 製 造 で き る こ と を 特 徴 と す る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 織 機 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 針 棒 （ ３ ） を 上 下 に 閉 じ た 目 付 き ブ レ ー ド （ ３ ’ ） で 置 換 し 、 目 付 き
ブ レ ー ド が 目 （ ３ ２ ’ ） 付 き の 薄 板 （ ３ １ ’ ） を 担 持 す る こ と が 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 織 機 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 杼 口 形 成 装 置 が 旋 回 構 成 （ ６ 、 ７ 、 ８ ） を 備 え 、 こ れ に よ り 、 駆 動 シ
ャ フ ト （ ８ １ ） が 織 機 の 主 駆 動 装 置 に 接 続 さ れ た 状 態 で 、 挿 入 要 素 （ ４ ） 、 さ ら に 針 棒 （
３ ） を 動 作 さ せ る こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら ３ い ず れ か １ 項 に 記 載 の
織 機 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 旋 回 構 成 （ ６ 、 ７ 、 ８ ） が 第 １ 軸 （ ６ １ ） 、 お よ び 反 対 に 動 作 可 能 な
第 ２ 軸 （ ７ １ ） を 備 え 、 は 、 針 棒 （ ３ ） が 第 １ 軸 と 静
止 ジ ョ イ ン ト （ ５ ４ ） の 間 で 第 １ 複 数 レ バ ー （ ５ ４ ａ 、 ５ ４ ｂ 、 ５ ４ ｃ ） に 配 列 さ れ 、 第
２ 複 数 レ バ ー （ ７ １ ａ 、 ７ １ ｂ 、 ７ １ ｃ ） を 介 し て 第 １ 軸 に 接 続 さ れ た 第 ２ 軸 が 、 上 下 す
る 挿 入 要 素 （ ４ ） の 旋 回 運 動 の た め に 供 さ れ た 状 態 で 、 横 糸 （ １ ２ ） の 挿 入 方 向 に 平 行 に
整 列 し 、 は 、 各 ケ ー ス で 、 カ ム ・ デ ィ ス ク 駆 動 装 置 （
６ ） を 介 し て 振 り 子 回 転 （ ６ ０ 、 ７ ０ ） す る よ う 設 定 す る こ と が で き 、 こ れ で 駆 動 シ ャ フ
ト （ ８ １ ） に よ り 第 １ 軸 を 駆 動 す る こ と が で き 、 こ れ で ２ 本 の 複 数 レ バ ー に お い て 、 つ ま
り 複 数 ま た は 細 長 い 穴 の レ バ ー （ ５ ４ ｃ 、 ７ １ ｃ ） を 使 用 し て ス ト ロ ー ク 変 位 を 実 行 す る
こ と が 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 織 機 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 平 布 （ １ ’ ） を 製 造 す る た め に 、 カ ム ・ デ ィ ス ク 駆 動 装 置 （ ６ ） が １

に 対 し て 横 方 向 の

第 １ 軸 （ ６ １ ） 及 び 第 ２ 軸 （ ７ １ ）

第 １ 軸 （ ６ １ ） 及 び 第 ２ 軸 （ ７ １ ）



： ２ の ス ト ロ ー ク カ ム の 構 成 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 織 機 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 杼 口 形 成 装 置 が 駆 動 装 置 （ ９ ） を 備 え 、 こ れ で 別 個 の 設 定 手 段 （ ９ ５
、 ９ ７ ） に よ り 各 ケ ー ス で 挿 入 要 素 （ ４ ） お よ び 針 棒 （ ３ ） ま た は 目 付 き ブ レ ー ド （ ３ ’
） が 動 作 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら ３ い ず れ か １ 項 に 記 載 の 織 機 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 挿 入 要 素 （ ４ ） が 旋 回 構 成 に 動 作 自 在 に 配 置 さ れ 、 か ら み 織 り を 製 造
す る た め の 周 期 的 変 位 運 動 （ ４ ０ ｂ ） を 、 挿 入 要 素 作 用 す る モ ー タ 、 特 に リ ニ ア ・ モ ー
タ に よ っ て 駆 動 す る こ と が で き 、 平 布 （ １ ’ ） を 製 造 す る 場 合 は 、 こ の モ ー タ を オ フ に す
る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ か ら ７ い ず れ か １ 項 に 記 載 の 織 機 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 平 布 お よ び ／ ま た は か ら み 織 り （ １ 、 １ ’ ） を 織 る た め に 、 カ ー ペ ッ
ト の パ イ ル ・ ル ー プ の 担 持 材 料 と し て 設 け た 、 請 求 項 １ か ら ８ い ず れ か １ 項 に 記 載 の 織 機
の 使 用 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 平 布 お よ び ／ ま た は か ら み 織 り （ １ 、 １ ’ ） を 同 時 に 織 る た め に 、
複 数 の 織 機 が 作 動 し 、 個 々 の 織 機 を 、 平 布 （ １ ’ ） を 織 る 位 相 と 、 各 ケ ー ス で 杼 口 形 成 装
置 を 採 用 し た 後 、 か ら み 織 り （ １ ） を 織 る 位 相 と で 使 用 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９
に 記 載 の 使 用 。
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